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5、翌期更新処理　------------------------------------------------------------------------------------------------------

　　　　　（WEB会計システムを仮翌期更新または翌期更新処理を行ったら実施してください）

P3

P4

P12

P28

Excelファイルへ連動させている場合、会計ｼｽﾃﾑだけではなく

Excel側も追加します
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サンプル帳票----------------　 P30

P34



3 ページ



4 ページ



5 ページ



6 ページ



7 ページ



8 ページ



9 ページ



10 ページ



集合枝番の登録　：　集計を取りたい枝番コードの集合値の作成が可能です。　　0001　+　0002　+　0003　=　1000

管理者業務内のBSPLﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ設定投入画面内→枝番集合登録　→　集合コードを入力　→　対象科目枝番名称で科目選択　→　

≪≪左キーで真ん中へ移動　→　集合名称更新　で完了

Excel帳票へ反映される設定が完了したので、実際にExcel側で枝番集合コードが利用可能となります。
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Excel ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ ｻﾝﾌﾟﾙ                               ICST

 科目/枝番 ・ 科目/部門 ・ 科目/枝番/部門   

他、予算管理、配賦計算 

 

会計システムの試算表または元帳など見ながら、Excel へ手入力していることなどありませんか？ 

もしかしたら、それは会計データから連動できるかもしれません。 
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Excel ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ ｻﾝﾌﾟﾙ                               ICST

 

管理および集計をきっちり実施したい。 

自社の帳票に計算式を当てはめて会計データが連動できるようにすることで工数の削減と正確性を持たせたい 
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BSPL エクセルテンプレート 翌期更新  

                   
 

 

 

 

 

ご利用のエクセルファイルは必ずコピーを取ってから、またはﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟをしてから処理をしてください 

管理者業務の BSPL テンプレート設

定投入を選択してください。 

翌期の月次データを取り込むことが

できるように設定をします 

WEB 会社選択を選択してください 

WEB会計システムの翌期更新または仮翌期更新を実施してから実行してください。

前期と当期は併用して利用可能です。（3月決算の場合3月処理と4月処理が可能）
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５、翌期更新処理



BSPL エクセルテンプレート 翌期更新（WEB 会計システムの翌期更新または仮翌期更新をしてから実行） 

                                            
 

 

 

 

 

 

各会社マスターごとに設定を実施し

ます。 

翌期の会社マスターを選択してくだ

さい。前期の枝番対象科目のコピー処

理を行います。 

枝番を利用している場合は はい 

で進んでください 
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BSPL エクセルテンプレート 翌期更新（WEB 会計システムの翌期更新または仮翌期更新をしてから実行） 

                                            
 

 

枝番設定 

 

前年度の会社マスターを選択して、設定を翌期分のマスターへコピーしてください 

 

 

処理終了をして 枝番対象科目登録にコピーされているか確認してください 

新しい決算期になっていることを確

認してください。 

コピー元を選択してください 

第何期から第何期へコピーか確認 

36 ページ



BSPL エクセルテンプレート 翌期更新（WEB 会計システムの翌期更新または仮翌期更新をしてから実行） 

                                            ICST201610 

 

 

枝番対象科目登録 に 登録されているか確認してください。移動していない場合は手順を繰り返すかこの画面

で手動で登録してください。 右側の科目一覧から左の科目一覧へコピー ← をクリック。 

 

 

これで翌期処理の設定が終了します 

 

前年の枝番実績データを集計している場合は　前期実績再投入　を行います

前期実績集計・投入をクリックします。

前期実績の数字を修正することも可能です。
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